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は じめ に

　戦前 （〜1945） に おけ る病弱 ・虚弱教育 （以下 ， 病弱教育 とい う。 ） は ， 休暇集落 ， 開放学校

及 び特別学級で 展開された 。 本稿で 問題とする開放学校は ジ「休暇集落 の 施設 を半永久的設備

と した もの で ，独立 の学校組織で あ り，同時に簡単な る療養的設 備を有し，身体虚 弱 の 程度の

一層高 き児童を収容 し
， 数カ月を一期 と して 教育を施 しっ っ 療養的養護方法 を講ず る （中略）

所謂療養 と教育を兼 ねた一
個の 学校施：

nt ）
」 で ある。 また，特別学級は，「普通教育施設 の 中に

特別学級を設 け ， 衛生的保護の下 に身心の発達 ， 健康の保全を期待 し，よ うとす る
2＞」 施設で あ

る 。

　 いずれ も欧米に 端を発 した施設 で ある が
， 戦前の こ うした病弱教育 は

， 戦後に つ な げ る試行

的意義を有 して お り，わが国の 病弱体育史の 全ぼ うを明らか に しよ うとす るとき，少な くと も
」

戦前 に おける これ らの 施設 で の 体育的実践 を検討する必要が ある 。

∬　 研究 目的 ・方法

　本稿は，戦前の 小学校令時代にお ける病弱児対象 の 開放学校及び特別学級に視点を当で，ζ

の施設で行な われた体育的 な諸活動の 実態 とそ の特質 の一端を ， 『学校衛生』， 『日本学校衛生』

及 び 「学童の 保健』等の 雑誌報告 ， 関係著書等の報告を中心 に検討するもの で ある。

＊ 教　養　部

Facul 七y　 of　General 　Education
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皿　結果 と考察

1．開放学校及 び特別学級の 史的概観

　（1） 開放学校

　先に も述 べ た よ う に
，

・療養 と教育を兼ね た 開放学校の起源は，明治37 （1904）年 ドイ ッ の シ ャ

ロ ッ テ ン ブル グ市に お ける森林学校で あ る とされ ，
そ の成果の大な る こ とか ら数年に し て ド イ

ツ 国内の主要都市に 普及 し，欧米諸国に も迅速な普及 を見 た と言われて い る
a）。

　わが国で は ，
こ の 種の学校は，開放学校だ けで な く，林間学校，海浜学校，戸外学校 ， 野外学

校及び露天学校等 ，
さま ざまな名称で呼ばれた 。 常設 の 施設 と して の 最初 の もの は，明治42

（1909）年 4月 ， 千葉県船形町に設け られた東京市養育院安房分院で あ り
4）
，また

， 養護学 校組

織 と して の 最初 の もの は
， 大正 6 （1917）年 8 月

’
， 社団法人白十字会 に よ っ て設置 さ れた 神奈

川県茅 ケ 崎林間学校で あ る
5）

。 東京市養育院で は ， 明治33 （1900）年 8月，「十五名 の 幼童虚弱

者」を房州勝山保養所 へ 転地 させ て お り， 安房分院が落成 した と き は
， 「院児四十六 名」 を勝

山保養所よ り移転せ しめ て い る 。 また
， 茅 ケ 崎林簡学校は ， 白十字会創立五周年記念事業 とし

て 設立された もの で あり，「小学校令第36条 1項但書の 規定 に據 り尋常小学校の 教科を授 くる

もの と して 建設 され」た もの で ある
6）

。 以下 ， 同校 における教育概要 に つ い て述 べ る と，次の

とお りで あ っ た。

「ア ．入学資格　満 6歳以上 の男女 に して 尋常小学校の 第 1学年及至第 6学年に編入す べ き児

　 童

イ．入学条件　腺病質そ の 他虚弱体質の 児童 に し て
、 伝染性疾患を有 しな い者に 限り ， 身体

　 検査 の 上入学 を許可す る。 ただ し
，
3 ケ月以内の 希望者は入学で きな い

。

ウ．入学時期　時期の 如何を問わ ず，何時に て も入学させ る こ，とが で きる。

エ ．入学手続　校医の 診断を受 けて入学を許可 された場合に は，在学証書に戸籍抄本 と入学

　 金 5 円を添え て 出す 。

オ．学費　 1 ケ月 35円で ，食費， 学用品費，寄宿舎費等，被服費を除 く
一

切 の 費用 に 充て る

　 こ と に な っ て い る
。 事情に よ っ て は ， 学費を貸与若しくは給与する こ と もある。

　　 カ．退 学　健康が増進 して ，強 健な児童 と
一

し ょ に 学習する こ とがで きる よ う に なれば，

　 退学さ ぜ る 。

キ．教育 の ね らい 　恵 まれた 自然環境 の 中で 生活ざせ
， 体質 を蘇善 し健康を増進せ しめ

， 併

　 せ て精神的に優秀な る もの とな らしめ，国民教育を完成す る こ と 。

　　　　　　　　　　　　　　 ）
ク．実際教育の 指針 （ア ）努め て個別に取扱う こ と。 （イ）で き得る限 り児童 の精神的疲労

　 を少 な くす る こ と 。 （ウ）授業は肉体的活動 と常 に調和せ しめ ，肉体と精神 とを同時に発

　 達させ しむ べ き こ と。

ケ ，授業時間及び内容 　1週 20時闇を以 っ て 限度 と し
，

1時限を 40分間 と し
，
20分間 の 休息

　　を与え る 。 科目は
，
発熱また は微熱ある者は特別 に体操科を省 き ， 朝 の 深呼吸，午後 の 遊

　 戯 ， 散歩 を以 っ て こ れ に代え る外は，普通 の 小学校 と同
一

で あ る 。

　コ ．寄宿舎へ の入舎　入学を許可 された児童 は ， 寄宿舎に収容され る。 寮舎 は分散式で 7 寮

　　に分 か ち
，

一
寮に児童 9名宛を収容 し

， 寮母 の保護 の 下 に 家族寮を形成す る 。 寮舎 に は ，
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（ア ）日光 と空気 と に十分親 しま しむ る こ と （イ）滋養 に富み消化 し易 き栄養食物 を摂取

せ しむ る こ と （ウ）休息 と睡眠 とを十分に与え る こ と，とい う育強の 綱領が あ っ た 。」
D

　茅 ケ 崎林間学校に続 い て
， 大正 12 （1923）年 ， 大阪市御津尋常小学校の 浜寺林間学校，同13

（1924）年に 日赤千葉支部の 富浦海浜学校，同14 （1925）年に花岡和雄に よ る東京市板橋の 花

岡学園等が次々 と設置 され る
S）

。

　昭和期に入 る と
， 昭和 2 （1927）年

一
宮学園 （財団法人，千葉県

一
宮町），同 4 （1929）年千

本松原林間学校 （公立 ， 静岡県沼津市千本松原）及び六甲郊外学園 （大阪市立 ，兵庫県山椒ケ

原），同 6 （1931）年熱海外気学校 （個人），同 9 （1934）年東京市麹町区臨海学園 （東京市 ）

及び神戸再度山林間学校 （財団法人）と設立が続き，同 10 （1935）年 1校，同11 （1936）年 と

同12 （1937）年各 3校など，同10年か ら同16 （1941）年まで 13校が設立 された
9）

。

　こ れ らの 学校の うち，「学籍を も っ た私立学校 と して の 形態 で運営さ れ た もの は ，白十字会

林間学校 と一宮学園の 二 施設で ， 他 はほ とん ど， 各学校に在籍の ま ま ，

一定期 間 （多 くの 場合

三 か月），転地 して
ID）
」養護 と教育を受 けた の で あ る 。

　 （2）特別学級

　文部省 の 「全国 に於け る身体虚弱児童取扱 に関する調査」 （大正 13 ＜1924＞年） に よ り ， 「身

体虚弱児童は在校児童の 五 ％ と云ふ こ とが 出来 （中略）全国 の学齢児童を
一

千万 とすれば，約

五十万 の 身体虚弱児車を有す る こ と
11）
」が 明 らか に な っ た が，

二

互，「身体虚弱児童特別取扱を

為せ る学校数」が
， 「総数千三 百十五 校で （中略）全国 の 小学校約三 万 に 比較す れ ば 二 十分 の

一に達せ ず
12）
」 と い う対応 の 不徹底 さ も明 らか と な る

。
こ う した状況 も示すよ うに ， 大正末期

に お い て は
， 当時結核予備軍とも考え られ て い た身体虚弱児対象の 休暇集落や開放学校 の い っ

そ うの 普及 と発展 は言 うまで もな く， 小学校 に お ける特別学級の 設置 もまた学校衛生上 に お け

る緊要な課題 とな っ て い たわ けで あ り，そ の 設置は，昭和期に入 っ て 結核予防対策等の 施策 と

も相 ま つ て い っ そ う促進 された の で あ る 。

　公立 の 小学校で 早期 に身体的虚弱児を対象 と した 特別学級 を設 けた学校 は ， 福岡男子尋常高

等小学校 （大正 8 〈1919＞年開設）
1s）

及 び大阪府池田師範学校附属尋常小学校 （大正 11 〈1922

＞年開設）
14）

で ある 。 こ の 両者 に は
， 健康児を中心 と した画

一
教授か ら虚弱児 を救済す るた め

に特別学級を設置した こ と
， 学級教育 を推進 して い くた め に 医学関係者の協力を得た こ と

， 腺

病質の 児童が大半を 占め て い た こ と
， 衛生 ， 栄養 ， 休養及び運動に関する指導を徹底させ た ζ

と，夏季集落を毎年度実施 した こ と等 に共通点が見 られた。 なお，後者 の 児 童 は ， 第 1学年入

学時に特別学級児童 と して 特別 に募集され た虚弱児童で あ b た 。

　 次 い で大正 14 （1925）．年 に は
， 石川県金沢市新 竪 町尋常小学 校 に 保 養 学級が 設 置 され

る
th）1鋤

。 同学級は ， 大jE14年度入学児童が 大正 7 （1918）年 の 大流寒 の 年 の 出産児 で あ り ，

体格が低劣で 虚弱児童 も比較的多か っ た こ とか ら
，

それ らの 児童を保護救済する こ とを 目的に

設置さ れた もの で ある
。 同学級に編入さ れた児童 は

， 「主と し腺病質児童に し て 栄養不良 ， 貧

血 ， 淋巴腺 の 腫脹 ， 皮膚菲薄脂肪 ， 組織薄弱 ， 粘膜組織薄弱及不具者」で あ っ た 。 教育方針 は
，

「1 な る べ く学習負担 の 軽減 を計 る こ と 。 2 っ とめ て 戸外教授を行ふ こ と 。 3 な る べ く新 鮮な

空気を吸は しめ 日光浴をなさ しむ る こ と。 4軽快な る運動を奨励する こ と 。 5っ とめ て 適当な

る休息を与へ る こ と 。 」で あ り，特に養護上 か ら，隔 日毎の 弁当持参 ， 肝油 の 服用 ， 郊外運動
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（学習）， 日光浴，身体検査，健康診断 ，
ブ ラ ッ シ 教練 ， 清潔検査，乾布摩擦等が実施され，夏季

休暇中 に林間教育が計画 された 。 また ， 授業時間を 40分と し，普通学級 と異な る 「表 1」 の よ

うな学習時間表に よ っ て 授業が 進め られ た
。

曜　日　　約十分間

月曜 日

火曜 日

水曜 日

木曜 日

金曜 日

土曜日

歯磨 ・摩擦

同・

同

同

同

同

自八時五 分

至八時四五分

唱歌 ・体操

修身 ・体操

修身 ・体操

唱歌 ・体操

修身 ・体操

体操 ・修身

　　　　　　　　　　　　　　　 自rree 四〇分　自○時四五分

至九時四〇分 至一〇 時四〇分 至一
時四〇分 至

一
二 時四五分　至

一
時三〇分

　 表 1　学習時間表

自九 　 　時 自
一

〇時　 　自
一一

時

算　術

算　術

算　術

国　語

算　術

国　語
膕

轄

語

韜

画

轄

工

隣

国

附

図

隣

手

亠
父

　

　

　
亠
ヌ

　

　

　
亠
父

同

同

同

備　考 　　郊外学習に は主 と して 自然観察，算術，国語，図画を課す

昼食及休憩　 自由運動

昼食及休憩　　自由運動

昼食及休憩 　 自由運動

　大正 15 （1926）年 4 月，東京市牛込 区 の 鶴巻尋常小学校に養護学級
le）

が設置され る 。 時の 同

校校長小菅吉蔵は，ア メ リカ教育視察団 と して ア メ リカ に おける虚弱児対象の 特別学級を見 聞

した教育者で あ り
19）

， 大阪府池 田師範学校附属小学校 の 影響もあ っ て
2°）
養護学級の 設置 に踏み

切 っ た もの と考 え られ る 。 同校で は，第 1 学年入 学児 童 261名 の 中か ら，「一
， 凹胸鳩胸等胸部

の 発育不良な る もの 　二 ，頚腺腫脹扁桃腺肥大等腺病質の もの　三
， 眼耳鼻等の 疾患著 しきも

の 　六 ，遣伝的疾患   ある もの」 30名を選ぶ 。 これ らの児童 は ，
2 年闇同学 級 ｝ご 在籍 し， 第 3

学年か ら普通学級 に編入 した。 学級設置早々 に ， 文部省 か ら学 校看護婦 1名 が派遣 され ， 「本

学級の 衛生方面を担当す る」 こ と と な る。 養護上で は，郊外学習等を多 くす る こ と
， 昼食 に 栄

養食を給す る こ と
， 衛生的習慣の 徹底化 ， 肝油の 服用 ， 人工 太陽燈の 照射等 を行 な い

， 教授上

で は，授業時闇の 短縮 ， 先に 述べ た郊外学習時間や自由作業時間の設定 ， 机間体操 の 実施等の

配慮が見られ た 。

　昭和 2 （1927）年 4 月，東幕市麹町尋常小学校 ｝こ開放学級が設 置 され
2D
，同 5 （1930）年 9

月に は
， 東京市本村尋常小学校に 戸外学級が設置され る

22）
。 こ の よ うに ，

こ の 頃設置 され た特

別学級 は，養護学級、開放学級，戸外学級，栄養学級，開窓学級等，様々 な呼称が用い られて い

た 。 そ の 数は
， 昭和 2 （1927）年 18校 （学級数 27学級 ・児童数 986名）

e3）
，同 9 （1934）年89校

（学級数 146学級 ・ 児童数 6，543名）， 同10 （1935）年 114校 （学級数 209学級 ・ 児童数 8，028

名）iこ達 す る
2e

。
そ の 後 ， 同15年度に は

， 学級数 1
，
413学級 ， 児童数50

，
255名 に 達 し た の で あ

る
25）

o

2 ．開放学校における体育教育

　先 に も触れたが ， 開放学校へ の 入学児童 は，
一般的に は 「腺病質 そ の 他虚弱体質 の 児童 に し

て ，伝 染性疾患を有 しな い者
a6）
」で あ っ たが，

」
宮学園 の よ うに，貧困家庭 の 児童 を も対象 と

した とき ， 「発育概評丙 の もの
， 就学猶予中 の 虚弱児

2T）
」を対象児に 含めた学校 ， ある い は共 同

生活上 ，先 の 対象児童 の 外醇 「性行不良な らざ る者判 と規定 し た学校も見 られ た
。
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　入学学年 は，茅 ケ 崎林間学校 の よ う に
， 尋常第 1学年か ら同第 6学年ま で を対象に した学校

もあ っ た が
29）
，多 くの 学校は寄宿 の 可能な尋常第 3〜 4学年以上 の 上 級学年が 対象 で あ っ

た
枷 1）

。 また，そ の 期間は，浜寺林間学校の よ うな 1か月とい う短期間
32）

か ら
一

宮学園の よ う

な 1か年 とい う長期間
33）

に わた る もの まで あ っ たが，そ の ほ とん どは 3〜 4 か月間 躑 ）
で あ っ

た 。 そ の 間，茅 ケ崎林間学校や
一

宮学園の よ うに
， 学籍を元籍校か ら移す学校 もあ っ た が

，
ほ

とん どは学籍を元籍校に置い て の 入学で あ っ た 。 当然なが ら ， 健康が増進 し ， 健常児童 と とも

に学習が で きる よ うに な れば ，退学させ られ て 元籍校に移 っ た の で あ る 。 こ うした事情を も踏

まえ て
， 開放学校に お け る教育 （経営）の 目的や 方針 ，

あ る い は そ の 実際を体育的視点か ら概

観 し，そ の 特質を検討 して い くこ と と した い 。

　（1）教育 （経営）の 目的と体育

　公立 の 尋常小学校 と同 じく，開放学校 も国民教育 を施す学校組織の
一

っ で あ り， 小学校令第

一条に基づ き教育を施 す こ とは勿論であるが ，対寒児が高度な虚弱児で あ る こ とか ら，加え て

体質 の 改善 と健康 の 増進が強調 され た。 ちな み に，そ の 経営方針や実際が他校 の 手本 とな っ た

茅 ケ 崎林間学校で は
，

そ の 目的を次の とお り掲 げて い た 。

「勅語 の 趣 旨を遵奉 し，小学校令第一条に 基づ き教育を施すは勿論，共同生活に よ っ て 各

自の 生活を意識且 っ 拡充せ し め ，延 い て 他 日の 社会生活 に於 ける素地を得 しめ るを 目的 と

し ， 単に知識 の み の 開発に 偏する こ と な く ， 動 もす れば閑却せ らるる身体教育 を 重 ん じ全

人 と して の 陶冶を主 眼 と して ゐ る 。 押

　「虚弱児童 の 欠けた る所を補ひ
， 体質を改善 し健康を増進せ しめ

， 併せ て 精神的に 優秀、

な るもの とな らしめ る の が
， 林間学校 の 保持す る使命 で ある 。 」

3D

　体質を改善 し健康 を増進せ しめ
， 心身の 調和的発達 （全人陶冶）を 目指 した と き，上記 の 事

例の ような 厂身体教育」 の 重視 ，っ ま り，養護的体育を重視 した教育 が指向され る 。 そ の 典型

的な事例が
， 茅 ケ 崎林間学校 に お ける教育で あ っ た 。 なお，体育教育を こ うした教育 の 中核 に

位置づ けて 経営 した浜寺林問学校の よ うな開放学校 も見 られた。 同校 は ， 「心身 の 各部分々 々

の 能力 や機関 の 発達完成 に は
一

定 の 時期と1順序とが有 る （中略）従来の 教育な る もの が著 しく

知育偏重的で あ っ た 事 （中略）吾人 は都市な る が故に と云 は ざ る を得な い 。 都市児童の 体格が

逐年低下 しっ 丶 あ る （中略）以上三 っ の 立脚地 よ り （中略）永続的に体育中心，或 は体育基本

の 教育を行」
38）

な っ た の で あ る 。

　 （2）養護方針 と体育

　「昭和に な っ て 各地に設立された養護学校の手本
St）
」 とな っ た富浦海浜学校で は，次の よ う

な養護方針 を掲 げて い た 。

「一 ， 栄養 を十分 な ら しむ る こ と 。

二 ，運動 を適度 に実施せ しむ る こ と。

三 ，休養を十分な らしむ る こ と 。

四，自然に親 ま しむる こ と。
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五 ，規則正 しき生活 をな さ しむ る こ と。

六 ， 衛生的良習慣 を馴致す る こ と。

七 ，個別強壮法の 指導を なす こ と。

八
， 疾疾 の治癒を図 る こ と

。」
4の

　栄養，運動，休養の 3項目を中核と した養護方針 ，
つ まり， 養護上 の 留意 事項 と も言 え る こ

れ ら の 諸項 目は
， 先 に も触れ た よ うに

， 茅 ケ 崎林間学校で も同 じく重視されて い た こ とで あ り，

休暇集落の経験も参考 とな り，昭和期に入 っ て 養護上 の 重要な留意事項 と して 定着 して い っ た

の で あ る 。 なお，こ れ らの諸項 目は
，

そ れぞ れが個々 に独立 して と らえ られて い た わけで はな

く，
そ れぞ れが相互 に関連 し合 っ て い る もの と して と らえ られ て い た の で あ る Q 特に運動問題

は，休養や 睡眠問題
，

あ る い は栄養 （食事）問題 と深 く係わ る もの として と らえ られ
， 日課上

で 三者 の 「合理化配合
41）
」が十分に 考慮 さ れ た

。

　（3）体育指導 の 実際

  週教授時数

　開放学校 に お け る 各 学 年各 教科 課程 は ，

「小学校令施行規則第十七条 に依 る」 とされ

て い た が
42）
， 1 日 3〜 4 時間 （1 時間40分）

に軽減され た枠内 で 授業 を行 な うこ とかち
，

週教授時数 は
，

一般 の 公立小学校に 比 して 7

〜 8時間程度少な か っ た 。 例え ば，富浦海浜

学校 の 教科 目及 び週教 授時数 は
， 「表 2ca） ，」

の とお りで あ り，体操科は，
一
般の 公立小学

校と同 じく設 け られ，毎週 2時間実施 された 。

　  指導内容 ・ 方法

富 浦海浜学校は，「目下は
一

般体操法を注

意酎酌を加 へ て 実施 して 居り尚或期間試験的

に朝夕 自彊術を課 して 居 る 。 本校の 体育問題

十
昌二
口

男

一

八

女

一

九

男

【

八

女

【

九

女 男

九 八

女 男

九 八

　表 2　 教科目及 び週教授数

蠶∵ ll鷺漁
　　　　　　　　　　　　　　　　簍
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 五 　八
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 学
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 年

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 第
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 四
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 五 七
　　　　　　　　　　　　　　　　 学
　　　　　　　　　　　　　　　　 年

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 第
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 五
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 四 六
　　　　　　　　　　　　　　　　 学
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 年

　　　　　　　　　　　　　　　　箜

　　　　　　　　　　　四 六 　 拿
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 年

に就 い て は将来大 に研究を重ね S ばな らぬ
OP
」 と，当初の 指導状況を報告 して い る 。 ま た ，浜

寺林間学校は
， 「始め の

一
ヵ月程 は彼等に諸種の 積極的運動 の 機会を成 る べ く多 く与 へ る事を

計画した の で あるが ， 彼等の 中の 或る者は却 っ て身体的減退の 傾向があ っ た の で （中略） 其れ

以後 は斯か る体質 の 弱 い 子供 に対 して は寧 ろ消極的 な る保健 とか衛生的力面に 最 も主力を注ぎ
，

た と ひ 運動を さ せ る に つ い て もそ は前の如 く体力を増進す る と言ふ意味 よ りも 『体力を減退 し

な い 様に保護す るた め に 』 と言ふ様に変わ っ て 来た
45）
」と

， 指導問題 の 変化に つ い て 報告 して

い る 。 っ ま り，当初め開放学校に お ける体育問題 は，正 課で あれ ，行事活動 で あれ ； あ る い は

日課 （生活）上 の ことで あれ，指導上 の 内容 と方法に試行錯誤的な実践が続い た の で ある 。
こ

うした実践の過程で指導内容 ・方法が改善 され ， 昭和期 に入 っ て そ れ らが漸次定着 して い っ た

の で あ る。

　 ア ．指導内容

　 こ こ で は，正課及 び課外で 行なわ れた体育的運動，保健衛生的活動及び行事活動 の 各内容に
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つ い て ，茅 ケ 崎林間学校
46）

， 浜寺林聞学校
47＞
寫 浦海浜学校撃

）4蜘 ）

及 び久留米養護孛園
51）

の 事例

を 中心に撰観する 。

　 （ア） 体育的運動

  体興 の醐 ・職 嬾 ，
ラ ジオ体操漉 手体操及 び糊 体欝 。

　  遊戯運動 ： 固定施設遊び，鬼遊び
， 戦争ご っ こ な ど の 自由遊戯 輪 投 げ ， 木登 り，石 は．

．じき等6

　◎　球技型 の 運動 ： ま りっ き，ま り投げ，闘球板遊 び，野球，庭球 ，

．卓球 ，

バ ス ケ ゲドボ ール
，

フ ッ トボ
ー

ル ，キ ャ プ テ ン ボ ー
ル 等6

　  　陸上競技型 の 運動 ： 両脚跳躍，幅跳び，高跳 び，駈 くらべ 等 。

　   格技型 の 運動 ： す もう等 。

　  　そ の 他 の 運動 ： 散歩 ， 自彊術，花壇の 手入れ ， 動物の 飼育等 。

　LL｛上
の よ うに

， 開放学探にお け る体育指導の 内容は，深呼吸重視 の徒手体操 ，目光浴 ・空気

浴を兼ね た散歩 ， 慰安や精神的安定をね らっ た 戸外で の 自由遊戯や花壇 ・動物 に係わる 軽作業

等の 重視に も見 られるよ うに，軽運動が主体であ っ た 。

　 （イ） 保健衛生的活動

　 保健衛生的活動と して は
，

1
衛生的良習慣の形成 をね らっ

’
た 活動，栄養の 改善 と健康 の 増進 を直接ね らっ た活動及 び　　表 3　芽ケ崎林間学校 日程表

精神衛生上 の 効果をね ら っ た活動が主要 な活動で あ っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入

　  衛生的良習慣の形成 をね ら．っ た活動 ：歯磨き
，

口 嗽 資
ぎ，手洗 い ，か らだ の清潔，入 浴，検温等 。　　　　　　　僭
　  栄養の 改善と健康の増進を直接ね ら っ た活動 ：間食 徂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｝
乾布 （冷水）摩擦）

’
午睡，深呼 吸，庫由遊戯 ， 散歩 ， 肝油 七

散歩，静坐黙想等 。

’

　な お
， 上記 の 太陽燈 の 照 射及び 肝油の投与は

， 栄養 の 改

善 と健 康の増進を直接ね ら っ た新 しい活動で あり
， 注 目す

べ き活動で あ っ た 。

　（ウ） 行事活動
』
，行事活動 と して，毎年度夏季 に海水浴 ， 毎月あ る い は毎

週遠足が実施され
， 競技会 も開催 され た。 浜寺林 間学校で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 八
投与 ， 太陽燈の 照 射等。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 貝
　◎　精神衛生上   効果 をね らっ た活動 ：．戸外で の 遊戯 ，毎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 旦

は，隔週土曜 日に 「体育 と遊楽と相半す る」競技会を開き
， 露

「彼等の 活黝 を満た し鬱を散 じ快活 の 気を養わ ん 」 と し 6

た と い う・ な お湯 体踏 蒲 黻 査 鯨 診断等 の 保蕨
的行事 も定例的に実施された 。　　　　　

’
　　　　　 ・ 旦、

　イ．指導方法一 指導上 の 留意事項を中心 に　　．　　 呈、

開放学校にお け る鱒 の鸚 鹹 観 した と き，次の よ請
な事項が指導上重視 された。　．

．
　　　　　　　　　　・皐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 旦
　（ア〉 総合的指導の 重視
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表 4　 東京府立久留米養護学園 日課表 （昭12）

事

　

　

項

摘

　
　
　

　
　
　

　
要

自
四

月
　一
　

日

至
五

月
三

十一
日

自
十
二

月

一

日

至
三

月
三

十
一
日

起

　
　
　

　
　
　
床

一

六・
○
○

馳

六・
三
Q

検

　
　
　

　
　
　
温

六

二

〇

六・
四

〇

健

　

康

　

調

　

査

六

二

〇

六・
四
〇

洗

　
　
　

　
　
　
面

一

六・
二

〇

六・
五
〇

作
　

　

　

　
　

業

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
”

草
花、

小
鳥
の

世
話、

寮
内
外
の

掃
除

へ
　

　

六・
三

〇

七・
○
○

朝

　

　

　

　

　

　

会

挨
拶、

遙
拜、

御
制祇
奉
唱

、

国
櫃　
掲
揚、
　
ラ

ヂ

オ

体
操

七・
二

〇

七・
五
〇

朝

　

　

　

　

　

　

食

学

　

　

　

　

　

　

習

作
　
　

　
　
　

　
業

昼

　

　
　
　

　
　
食

午

　

　
　

　

　

睡

手
洗、

默
想、

食
事、

休
息、

含
嗽

散
歩、．
昆
虫
植
物
の

採
集

、

自
由
運
動、

雨
天
の

時
は

昆
内
遊
戯

レ

コ

ー

ド

演

奏
又

は

ラ

ヂ

オ

聴
取

日
光
浴

　

　
　
八・
OO

自
　
　
八・
五

〇

至

　【
一
・
四
五

　

　

＝

700

自
　
　』
・
OO

至

　

二・
○
○

　
　
、

八・
三
〇

自

　
　
九・
二

〇

至

　

二
・
三
〇

　
　
［
二・
○
○

自

　
　一
・
○
○

至

　
　
二・
○
○

検

　
　
　

　
　
　
温

二・
○
○

二・
○
○

学

　

　

　

　

　

　

習

運

　

　
　
　

　
　
動

身
体
検
査、

雨
天
は

太

陽
燈
照
射

自
　
　
二・
二

〇

至

　
　
三・
○
○

自・
　

二・
二

〇

至

　
　
二・
五
〇

間

　
　
　
　
　
　

食

作

業
、

　
自

由

学

習

花
壇
手
入、

校
舎
内
外
掃

除、

書
貸
出

　

　
　
三・
一
〇

自

　
　
三

二

〇

至

　
　
四・
○
○

　
　

　
三・
一、
○

自
　
　
三

二

〇

至

　
　
四・
○
○

入

　
　
　
　
　
　

浴

自
　

由．
　

時

　

間

国

　

旗

　

降

　

納

　

　
　
三・
三

〇

自

　
　
四・
一
〇

至

　
　
六・
五

〇

　

　
　
四・
○
○

　
　

　
三・
三
〇°

自
　
　
四

二

〇

至・

六・
五
〇

　
　

　
四・
○
○

夕

　

　
　
　

　
　
食

レ

コ

ー

ド

演
奏、

又
は

ラ

ヂ

オ

聴
取

五・
三

〇

五・
三
〇

自
由
学

習、

夕
の

集
り

通
信、

田

記

七・
○
○

七・
○
○
」

検

　

　
　
　

　
　
温

就
　
　
　
　
　
　

床

七・
五

〇

八・
○
○

七・
五
〇

戸八・
○
○

　総合的指導 とは，広
’
くは ， 教育 ・

養護 ・訓練の 三 位一体 の指導 の意で あり ， 狭 くは ， 先 に述

べ た養護上 の 個々 の 留意事項が 「表 3．5v 」及 び 「表 4判 で も示 した よ うな 日課 の 中に合理 的

に 取 り入れ られ，そ れぞ れを関連 あ る活動 と して ≧らえ て 指導する意で あ る 。 こ の指導 は，指

導上 の一っ の考え 方で あ る と も言え るが ， 個々 の 指導が 相乗的成果を生 む も の と して 総合的 に

指導す る と こ ろ に 特徴が あ る 。

　「規則正 しき生活 ， 充兮な る睡目民 適廉の 渾動 ， 自然 に親 しむ事等は児童の 食欲 を振起 し栄養

物の 吸収を良好な ら しめ る剛 （富浦海浜学校）とい うとらえ方な どは，こ の 指導の
一

端を示

した事例 と言え るだろ う。

　（イ） 個別指導 の徹底

　体育運動 を貪めたす べ て の身体的活動は，個々 人の そ の 日そ の 時の 健康状態に即 して ，軽減

や免除な どの弾力的な指導がな された。 例 えば ， 茅 ケ 崎林間学校で は
， 「発熱 また は微 熱 あ惹

者は特に 体操科を省き，朝の 深呼吸，午後 の 遊戯，散歩を以 て こ れ に代へ る
5S）
」，

』
あ る い は 「不

健康 の程度」 に よ る 「ABC の 三組 に 区別 して 」の 指導 （「A 組
』
は 健康児 に 近 い 生徒 （中略）

B 組は
．
なお注意を要す る生徒で体操の 如 きも手加減を加え （中略） C組 は最 も病児に近 い虚弱

児 で
， 現 に微熱の ある こ ど もな ど で す 。 こ の組 の生徒 は体操 も散歩程 度 しか させ ませ ん 。 」

SS）
）
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な ど，個別指導の 徹底が図 られた。

　（ウ） 自発性 ・自主 性や興味を尊重 した指導

　病弱教育で は J 虚弱性や病弱性を克服し健康の増進を図るた め に
， 個々人がそれぞれ自発的 ・

自主 的に生活活動を よ り充実 した もの に して 行 くこ とが基本 とな る 。 開放学校で は ， 「児童 の

自発活動を重ん じ」 た 指導 ，
こ う し た 指導と 関連 して

， 児童 の 「興味」を大切 に した 指導が 実

践され た の で あ る
5脚 ）

。

3　 特別学級における体育教育

　大正末期頃に は
， 就学率 も高ま り， 小学校 で は身体的虚弱児が顕在化 する 。 他方 ，

こ うした

児童を対象 と した休暇集落の 成果も評価され るようにな り，そ の 発展 と並行 して虚弱児 の た め

の 特別学級設置の気運が高まる 。

　先 に 述 べ た 木正 13 （1924）年 に お け る文部省調査
ng）に っ い て

， 若干付記 して 当初 の実態 を知

る こ とに す る 。 同年，虚弱児に 対 して 特別な取 り扱 い を して い る学校 は ， 全国30
，
000校中1

，
315

校で あ り，「大都市を含む東京 ・大阪 ・兵庫 ・神奈川 ・愛知等 が最 も多 く　（中略）夏季体育、的

施設実施の 状況 と
， 非常に よ く似 て」 お り， 特別扱い を全 くして い な い府県 は 「富山 ， 長野 ，

滋賀 の 三県 の み」 で あ っ た 。 また，虚弱児の年齢は，小学校児童が主で あ っ た 。 そ の 「身体 の

異常 は，学校 に依 り多少 の相違はあ る が （中略）
一

般的に は身体虚弱児 童 と し て は ， 1貧血 ，

2腺病 ，
3栄養不良 ，

4肺心臓の軽度の 疾患 ，
5神経質 ， 、6其他特殊 の原因な くして 筋骨薄弱者

等」 で あ っ た 。 教授上留意され た事項 は ， 「宿題を軽減或は免除す る こ と N
， 学科に 対す る 自

習復習を
， 強ひ ざる こ との 二 つ 」で あ り，養護上で ぽ，体操の 軽減また は免除，遠 足等 の 行事

活動の軽減 また は免除，休憩時の 運動統制，日光浴 ，空気浴 ， 温泉浴等 の 奨励，栄養に っ い て

の 学習指導 で あ 5 た 。 こ の 調 査報告 は ， 最後に そ の教育的効果 に っ い て
， 「何れ も多少の 効果

は認め て ゐ る」が，「概 して 云 へ ば ， 何れの学校も ， 未だ充分な効果は挙げて居な い」 と評価 し

て お り， 十分な効稟を生む た め に は，常設林間学校や休暇集落 と並ん で 特別学級が必要で あ り，

そ の 「教育方法」に っ い て は 「野外教育の 理論を応用」す る こ とを提唱 して い た 。

　 こ の又部省 の 調査時に は
， 既に虚弱児等を対象と した特別 学級を設置 して い た学校 も見 られ

た。 先 に述 べ た福岡男子尋常高等小学校
6D）
及 び大阪府池田師範学校附属尋常小学校

61）
に おける

特別学級ぶそ れ で あ る 。 両者 の教育を体育的な視点か ら眺めた とき，先に述 べ Vc共通点 の外に，

それぞれ特徴 が見 られた 。 すなわ ち
， 前者 は，「

一
週三 時間 ア ル 体操時間 ヲ六回 二 分チ テ 三 十

分宛毎 日課 ス ル 」分割方式を採用 し，「矯正体操二 重 きヲ置き之 二 遊戯 ヲ必 ラ ズ加 さ」 た体育

重視 の積極的養護を強調 し
，

また
， 後者は

， 蛔虫卵の 駆除 ， 弁当や飲料水 に つ い て の 配慮，疾

病 の 治療や予防へ の 配慮等 ， 衛生重視 （ρ消極的養護 を強調 した の で ある 。

　 こ うした前史的動 きがあ っ て
， 昭和初年 に か けて 虚弱児対象の 特別学級が本格的に設置 され

て い っ た の で ある 。

　 （1 ）大正末年か ら昭和初年頃の特別学級

　 こ の 時期に おけ る虚弱児対象 の 特別学級の 編成状況 にっ い て は，昭和 3 （1928）年の 文部省

に よ る調査報告で概 略明 らか に され て い る 。 そ の 調査報告に ょれ ば，「表 5　ee）」 に も示 したよ う

に ， 特別学級の 設置県 は 3府 8県で あ り， 学校数18校 ， 学級数27学級 ， 児童数 986名 ， 第 1学年

及 び第 2学年児童対象の 学級が多 く ，
そ の 名称 も様々 で あ つ た 。 編入児童の種別は ， 学校に よ っ
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て 多少 の 相違が見 られ たが
，

「
一

般 的に は腺病質 ， 栄養
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 5
不良，貧血 ，胸郭異常其 の 他特殊 の原因な く して 筋骨 の

薄弱な るもの等
63）
」で あ っ た。　 各学級におけ る

一
般的

取り扱い 法は，次 の よ うで あ っ た 。 教授上で は
， 「宿題

の軽減又 は免除及 び家庭に於 け る復 習を強 ひ ざる こ と ，

毎時限 に於ける時間 は普通学級の 如 く一定せず ， 学科 の

種類 ， 季節 ， 身心 の 状況等を考慮 して適宜短縮せ る こ と
，

尚お新鮮な る空気 の 供給 の 目的 を以 て 屋外教授を行
en）」

な うこ とが主要な配慮 で あ っ た 。 養護上で は ， 新鮮な空

気や 日光に 浴 させ な が ら 「身体を練 り」 「直観 教授」 を

行な うこ と，「個別的 に体操を指導す る こ と」，「牛乳或

は栄養食を供す る」，食事や清 潔等 の 衛生的習慣形成 の

ため の 指導，疾病の 予防 と治療等が，家庭 の 協 力の もと

で 指導され た
es）

。

　 こ の 調査以降 の 特別学級で も・
） 上記 の 諸事項が重 要な

指導上 の 配慮す べ き事項と して 取り扱わ れた
6S）

。
こ う し 、

た事情を踏ま えなが ら，以下体育的諸活動等 に つ い て 検

討を加え て い きた い
。

　   　学級の 教育方針

　特別学級 の 教育で あ っ て も，
そ の 目的は

， 普通学級 の

目的 と変わ りは な い 。 しか し
， 対象 の 児童が 虚弱児 と い

開放学級数，該級編入児 童

数及び学級名称

A 福 高 岡 石 福 滋 奈 兵 大 京 東
口

計
岡 知 山 川 井 賀 良 庫 阪 都 京

八 ニ
ー

ニ ー一一一 二 ニ ー四

七 三
一三 亠一一一

四 二 五 五

府

県

学
校
数

　
学

級
数

四

〇 八 一 三 三
一ニ ー七 五 1 六 男

九 二 五 八 二 四 四 六 七 〇 　
一．

E ’・　　　　　　　　　　　　 二

七 三 一 三 二 ニ ー一七 二 四 六 女
七 六 三 八 五 一九 九 五 三 〇 八

九 …　　 　　　 　　　　一　　ニ ー
八 一

ニ
ーヒ 五 三 四 三 五 七 四 二 計

六 八 八 六 七 五 三 五 二 三 〇 九

養
護

学
級、

開
放
学

級・

養
護

学
級

桜
　
組

保
護

学
級

養

護
学
級、

薄
弱
児

学

級

研

究
学
級

身

体
薄
弱
児

学
級

児

童

数

学

級

名

称

うこ とから，特別学級独自の 付加 された 目的が存在 した。 例えば
！t東京市鶴巻尋常小学校 の 養

護学級で は，体質を改善し
， 健康にす る こ とを学級教育の 目的に掲げ

67）　ce）
，

また
， 同市麹町尋常

小学校の 開放教室で は，「健康 ノ 増進 ヲ図 ル ト共 二 ，衛生 二 関 ス ル 思想 ト習慣 ノ 啓培 トニ 努 メ
，

尚ホ相当学年ノ教育ヲ ナ ス
69）
」 こ とが ，学級 の 教育方針で あ っ た 。

　昭和 6 （1931）年 開催の 第 1回虚弱児童養護施設講習会で 演者 らが，「正規 の教 育 を施 しな

が ら而 も身体 の 健康増進を図る
7°）
」 こと を主唱 し

， 以後 ，
この 「正規の教育を施すこ と」 と

「身体の健康増進を図る こ と」の 二 要素が 目的 として定着す る 。 な お ，
こ の 二 要素 は ， 教育 と

養護 に係わ る こ とか ら
， 虚弱児教育を特に 「教養

71）
」 と も呼称した 。

　  日課と体育的活動

　先に も述 べ たが ，福岡男子尋常高等小学校の 特別学級で は，桜井博士 の 指導 の もとで ，「一週

三 時間 ア ル 体操時間 ヲ 六 回に分ケ テ 三十分宛毎 日課 ス ル
72）
」分割方式を採用 して い た 。 そ の 理

由は，「薄弱児童 ニ ー時中打続ケテ体操ヲ サ セ ル 時 ハ 運動ガ過度 二 亘 リテ疲労 ヲ 惹起 ス ル カ ラ

デ ア ル
。 而 シ テ 体操 ハ 毎日行フ事二 依 ッ テ其ノ効果 ヲ

ー
層挙ゲ ル 事ガ出来 ル モ ノ デ ア ル カ ラ

T3）
」

で あ っ た Q 具体的には ， 「修身 ト唱歌 トニ 体操 ヲ加 ヘ テ修体 ， 唱体 ト シ テ毎 日課 シ
7
円 たの で あ

る 。 こ の福 岡男子尋常小学校で 実施され た毎 日少 しずつ 課す時間短縮型 の 分散方式が，以 下に

掲げた 「表 6 紛
」激び 「表 7 ，e）」， ある い は先に 掲げ た 「表 1」 も示す よ うに

， 昭和初年 の 特別

学級教育に 取り入れ られて い っ た の で ある。
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曜

月

火

水

本

金

土

表 6

　eg−’時

修身 ・体操

唱歌 ・体操

修身 ・体操

修身 ・体操

修身 ・ 体操

唱歌 ・体操

東京市鶴巻尋常小学校養護学級時間割 （昭和 2年度）

第二
．
時

読

算

読

算

読

図

方

術

方

術

方

画

第三時

算

読

手

読

算

読

術

方

工

方

術

方

第 四 時

郊外学習

　 同

　 同

　 同

　 同

自由作業

表 7　 東京市麹町尋常小学校開放教室時間割

第五 時

自由作業

綴　　方

書　　方

自由作業

書　　方

自由作業

（昭和 6年度）

第　
一

　時 第 　二 　時 第　三 　時 第　四　時 第 　五 　時 第 　六　時 第 　七 　時
時

　
　
曜

自八時

至 八 時 四十五 分

自九時

至九 時四十分

自十時

至十時四十分

自十塒

至十一時三 十五分

自
一
ト 時三十五分

至○時 三十 分

自○ 時三 ＋分

至二 時二 十分

自二 時三 十分
至三 時十　分

月

検温、検脈、
便通検 査、修

清潔検査

默想、　 　 算
体 操、
　　　　 　 読
深呼吸

書

洗手、ロ 腔清 掃

昼食、整頓、含
嗽、肝 油服用、
自由遊 戯

・ 鬮鮮
洗手、 含嗽、

間食、口腔清

掃、退散

火

〃

〃 　 　 　 算

默想

〃 　 　 　 読 深呼 吸、　 綴 体 〃
太陽燈

照 　射

午睡

自習

遊戯

〃

水

〃

〃
　　　 読

〃

〃 　　　 算
体　操、
　　　　　 算
深 呼吸、

書 〃

公園散策、
午睡、自習、
自由遊 戯等

〃

木

〃

〃　 　 　 修

清潔検 査

体 深呼吸、　 読 唱
〃

図

午睡

自習
遊戯

等

〃

金

〃
〃 　　　 算

默想

默想、　　 読
體 操、
　　 　　　 読
深呼吸、

書 〃

　　　　午睡

太陽燈　 自習

照 　射 　遊戯

　　　　等

〃

土

〃
〃 　 　 　 算

〃

手

〃

　　　 　 読
〃

所持 品其他

日光消毒
〃 　 　 退散

　なお，「表 7」 も示すよ
・
うに，体操 （机間体操 吻

，軽体操
7a）
．等）だけでな く，黙想 や深呼吸等

も加え て 実施 し疲労 め除去や気分転換 に努 めた 。 さ ら に午後 に は
， 小遠足や自然観察を兼 ね た

戸外学習 ， ある い は散歩や遊戯が実施 された。 こ の よ うに
， 特別学級 にお ける体育 的活動は ，

正課 と して ， あ る い は他教科学習 と も絡ん で 意図
’
的に実施された の で あ る 。

  　指導内容

　ア ．体操科内容

　大正 15 （1926）年 5月 ， 改正学校体操教授要 目が公布され る 。 小学校体操科の 指導内容は ，

「体操，教練，遊戯」か ら 「体操，教練，遊戯 ・競技」 へ と改正 され る。 こ の 遊戯 ，競技は
， 競

争遊戯 唱歌遊戯 ， 行進遊戯 走技 ・跳技及 び投技 ， 球技に分類 されて い た 。 改正後 ，これ ら

の 指導内容が
， 「生徒児童 の心身の 発達」や 厂運動の性質」 を考慮 し ， 「循環漸進の方針」に沿 っ
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て 課程化 され ， 指導された
le）

。

　虚 弱児対象 の 特別学級に あ っ て も，こ の 要目に 対す る準拠 の 姿勢 は変わ りがなか っ た 。 しか

し
， 以下 に掲げた事例も示す よ うに ， 虚弱児 とい う配慮か ら，健常児 の そ れ と教材の 選択や配

当に違 い が見 られ た。

　「体操の 教材は要旨の 示す処に據る もi も児童の 身体に合致する様趣味的に 取扱ひ唱歌遊戯
F

量 を多 くし行進は凡て 模擬法 を用 ひ軽 き程度 に於て 身体 の各部を発達をな さ しむると共に各動

作に於て は要領と効果とを知 ら しめて 行は しむ 。 」
eD）

（石川県金沢市新竪町尋常小学棟保養学級，

第 1学年 ， 昭 2）

　「開放学級 の 児童に 対 して は
， 彼等が外に 出て一緒に 愉快に跳ね廻 は る や うな 自由遊戯を大

い に奨励 して ゐ る 。 しか し開放学級児童 とて も正規 の体操 を無視するわけではな く， 体操 の 時

間及び各時限の 前後等に は主 として 胸郭を発達せ しむるに適当な運動とか，各関節を伸ばすに

適 した運動
’
とか

， すべ て に過激 にわた らな い 程度 の 運動 を行 ひ
， 自由遊戯 の 欠点 を補 っ て ゐ

る 。 」
日1） （東京市麹町尋常小学校開放教室 ， 第 3学年，昭 6）

．厂矯正体操」中心 の 「個別体操」 を実施し．J 「団体的訓練 に多大の意味を持 つ 秩序運動 （教練

を含む）及び遊戯競技等 も一時間の課定 （程）中に 適当 に 織込む
。

s2）

」 （括弧 は筆者が 付記す

る 。 ），「毎週六時間の 中
一
時間を該時間とし，毎週金曜日 の 体育時間を特設体育時間に 当て て

ゐ る 。 こ の 時間中に は主 と して 平易 な体育理論研究を行 は しめ，或 は種々 の 衛生 的作動を課 し，

尚衛生講話を なす こ と と した 。

99）
」（大牟田市大牟田尋常高等 小学 校養護学級 ， 高等科第 1 ジ 2

学年 ， 昭 4）

　正課 に お い て
， 尋常科低学年で は遊戯 特に唱歌遊戯を主 に

， 他の教材を 従 と して 指導 ，
ま

た，高学年で は体操を主に，他 の教材を従 として指導 したの で ある。なお，それ ぞれが もつ 上

記の欠点を，正 課外 つ ま り，分割方式で 実施 した体育的活動や，午後 の 戸外学習 （自由遊戯

や散歩）等で 補 うとした の で ある 。

　イ．養護活動内容

　開放学校 と同 じく ， 特別学級で も ， 教授 ， 養護及 び訓練 の 三 者が三 位 f 体 の 形で 統合され ，

個 々 人 の健康を増進す るため に総合的に指導 された 。 そ こ に は
， 健常児対象 の 教育に見 られ な

い 積極的，ある い は消極的と思われ る養護活動が展開された。 そ れらをま とめる と以下の よ う

で ある
s4）　e5）es）　ST）　99）　s9） co） 91）吻5

　  積極的養護活動 ；洗手 ・洗顔 ・含嗽 ・歯磨き ・清潔 （持ち物 洋服，身体） 等 の 良習慣

形成 の ため の訓練 ， 乾布 （冷水）摩擦等 に よ る皮膚鍛練，日光浴，外気浴を兼ね た戸外学習や

休暇集落の 実施等 。

　  消極的養護活動 ： 肝油 ・牛乳 ・間食 ・給食等に よる栄養の 供給 偏食 ・そし ゃ く等の 食

　　事訓練 ， 休憩 ・午睡等の 休葺指導 太陽燈 の照射 ， 寄生虫の 駆除 疾 病 の 治療 ， 静坐 ・黙

　　 想等 に よ る精神的訓練等 。

　  　指導方法
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　 ア ．検査等重視 の 指導

　虚弱児の運動指導上で 特 に重視 された こ とは，．「運動の 統制」 で あ っ た 。
こ の こ と は，運動

指導が意図的に十分 コ ジトロ ール されな ければ ， 健康を害 して しまうこ とを意味して い る。
こ

う した指導を常 に行な うた め に は ， 観察 ， 検温，検脈等を含む身体的な諸検査が常時実施 され，

日 々 の ，さ らに そ の 時 々 の 健康状態が 指導者に きめ細か くと らえ られて い な けれ ばな らな い 。

例え ば ， 「表 7」 で も示 した東京市麹町尋常小学校開放教室 に お ける諸検査 の 事例，あ る い は

「そ の 統制上各児毎月の 身体検査の 結果 に鑑み
， 日々 の身体状況 を考慮 し て

，
そ の 運動量 と凰

数 とを別個に して
， 適度の誘導す る

93）」指導事例 （東京市本村尋常小学校戸外学級）を見 て も，

諸検査 に基づ い た指導を重視 して い た こ とが分か る。

　 イ．徹底した個別指導

　 わが国の虚弱児教育 は ， 体操科 に おける画一的指導の批判 として も問題化 した。
こ の 事tg　ci4，

福岡男子尋常高等小学校
sc）

， 大牟田市大牟田尋常高等小学校
95｝

及び東京市本村尋常小学校
ee）

等

か らの 実践報告か らも明らか で ある 。 こ の よ うな特別学級 の 設置と も係わ る体育指導の個別化，

換 言 すれ ば
， 個別指導 の 重視 は

， 虚弱児の体質や疾病 の程度が各個人に よ っ て 異 な り ，
そ れに

応 じた指導を行な う必要が あるか らで あ り， 特別学級に お ける体育指導上の 特徴の
一

つ に な っ

て い た。

　福岡男子 尋常高等小学校特別学級で は，個人別矯正体ncsuが ，また，木牟 田市大牟 田尋常高

等小学校養護学級で は，個人別体操指導案に よ る 「個別体操」が指導 された
98）

。 な お
， 後者で

は
， 「分団指導」 も取 り入れ ， 「個別化体育 の 実現 に 資せ ん 」 と試 み られた。 分団指導とは ， 「独

立の 一学級児童の集団を身体的個性に応 じて 若干の 小集団と．し ， 其の 小集飃毎に取扱を異 に す

る方法を学習指導の過程中に設 け」て 指導す る方法で あ る 。

　 ウ．体質や虚弱程度等 に 応 じた指導

　 こ の 指導理念 は，前項で 述べ た検査等重視の 指導や徹底 した個別指導の基底とな る理 念で も

あ る 。 特に，こ の項で は，体操科に お ける運動の 軽減 ・免除 に 関する史的検討 も した い と考え

て い る の で ，強い て 1 項を設け た わ けで ある Q

　 体育指導の 実際に当た っ て は， 諸検査や医師 の 指導によ り 「絶対に運動を禁止す べ き もの
，

特 に注意 して課す べ きもの
， 或種 の 運動 は免除 し

，

』
或種 の 運動 は奨励する

eg）
」t 「既 に芽の 健康

を増進 しづ っ ある者に対して は相当程度の鍛練的運動を課
t°°）

」すな ど， 体質 ・虚弱程度，あ る

い は障害の種別や程度に即 して 禁止 （免除）， 制限 （軽減）及 び奨励 （普通 ） の 3 段階式の 対

応が とられたの で ある 。 こ の 方式 は ， 長 く戦後の 病弱教育 に継承 されて い っ た。

　 こ うした対応策，換言すれ ば ジ 運動処方と．して 関心 を集め た問題に ，疲労 の 判定法や 運動の

軽減 ・免除の基準問題が あ っ た 。 　 　　 　　 　　
tt
　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｝

　 疲労 の 判定法 として ， 運動終了直後の判定と ， 数日また は数十日後の判定が と られ た 。 前者

の 判定項 目に．は，脈拍数の 復旧時間，顔色 睡眠 の 深浅，食欲の 増減，精神状態 の 変化等が含

まれ
， 後者に は，体重 の 増減，，睡眠や食欲の 問題

，
運動意欲 の 増減等が含まれて い た

IQI）
。

な お
，

こ の 疲労の 問題 は， 医学方面 に おける疲労研究の 発展 と深 く係わ っ て 改善 ・ 変容 して い っ た 。

　 体操科にお け る運動の軽減や免除が 小学校教育で 問題視され た の は，就学率が大幅 に向上 し，

「低能児」を初め
， 虚弱児やそ め他の 身体障寄児 の 就学が顕舞化 した 明治末期頃か らで あ る 。

こ の こ とは，例えば，「新潟市低能児童等調査
1°2）
」報 告等か らも明 らかで あ る。 そ の 頃か ら文
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廿
 

ルザセ施（「
経月

彎

尿

　

白

病．
　

輩

　

性

臓　

立

腎

起

尿
．
白蛋性

．
動運

害
．
障力視

．
ノ度高

炎

．．
膜、

．
．
結ノ他其

．
ム．一

ホ
「
フト

炎耳
≒

中
．

性
．

膿化
．

・

性
．

慢

痛耳

害障力聴

病膚皮

）等創

．

挫飢
、

切¢傷外

脊亀疽骨

）

．

上以度．等仲−腑
．

X脚O
…
足．

跛

後．炎
．

髄骨

後．炎膜骨゚

後折骨．
後炎

．

節関性急及炎節関性慢

後．射注防予及痘種．

全

　

身
　

病

器

病

血

行

呼

吸

器

病
．

神

経

系

病

．
消

化

器

病

泌
尿
生
殖
器

病

眼
病

耳
　
病

慧
皮
膚

病

運．

動

　
器
　
病
．

他其

、
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　 表 9　体 ．育 運 動 免 ．
除 ．表 ．

15

監　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
』．
体　　　　 操 教．練 遊戯 皮競技．武

「
　 道 ． 課 　

．
外　、体　 育　　　　　 ．

　　 　運

疾　　　　動
．

　病　
’

　　　異
常

四

肢

ノ

運
．

動

頭

ノ、

運

動

躯

幹
ノ

．矯
正

．
．
運

動

懸

垂

運
」

動

平

均
．

運

動

側

■

背

部．
．
運

動

努

貴
ヲ

起
シ

易
キ

運
動

跳
．

躍

蓮

動

歩

．■．

調

呼

吸

運
尸

動

徒

手

教

練

執

銃

教

練

野

外

演

．習

迅

速

運

動

永

続

運

動

強

力

運

動

功

緻

運

動

柔

道

剣

道

弓

道

乗

馬

空
．

．
気

浴

日

光

．
浴

冷

水

．
摩

擦

冷

水 ・

浴
．

水

泳

散

歩

入

歩

行
）

遠

足

登

・
｝

山

．ス．
キ

i
，　．

ス

ケ

1
ト

庭

球

野

球

栄 ．養　障　礙 ○ O △ △ O △ △ ．×．× △ × ．× × X ．△
．

× △
．
×．× △ ×．○ ○ △ × × ○ 乂 X × X

体　質

．
異　常 ob4 △ ○ △ △ X △ ○ ○ ○ △ ×

．
△ × △ × X ．△

．．x・○ ○ ○ × △ ○
．
△ X × X

腺　 病　 質 ○ ○
．
△ △ ○ AlA ．× ・○ ○Q △ △ × △ × △ ×

．
X △

：
× O ○ △ △ 乂 ○ △ k △

．
X

甲　．状　腺
．
腫 ○ ○ △ △ ○ △ 米

．
× ○ ○ d △△

．
X ．△ ×．△

．
× x △ ×

．
○ ○ d ．△

』
× ○ △ × △ ．X ．

全
　
　

身
　

　

病

　　ゴ
急 性 ．伝 染

．
病 ×

．．
× X × × × X ×．× X

．
X × × × X × × × × 〉く

．．
× △ △ ．× X × △

」
X × X ．lX

重　 病
．

後 × ×

．
X × ．．X × × × × △ XX

と × XX 〉（ × 〉ぐ XX △ △ △ ．
．
× X

』
△ ．＊ ×一XX

脚　　　　　気 × △ ×
．
×
．

× × × ×
．

× △ 乂 × X × ×．× X 幅
．
XX △ ○ ○ △ ・× × △ × × × X

感 　　　　　 冒
．
○ ○ △ △ ○ △ △ × ×．× △ 〉ぐ

．
× × △ ×

．
△ ．× ．× △ ．× △ △ × × × △ × × × ×

発 　　　　　熱 × ×
．「

× × ．× × X × × ×
．
× x × X ×

．
× × ×．× X ．× ×

・× × × × X ．茎 ＊ × ×

精 神 発 育 障 礙 ○ ：○ ○ △ △ ○ △ △ △ ○ ．△
馳

客 × △ ○ ○ △
：

「
△ △ △ △ ○ ○ ○ △．

△ 6 △ ’
× 、× ×

脳　脊
．
髄　病 × X × × × ×

．
X × × X

．
X ．× × × ×

：
X × ．×

1
× × ．× AA △ ．x

．x △ × × × ×

末 梢 神 経 病　　　　　馳× × × ・X × ×
．
× × × X × X × × × X

．
X × X 乂．× △ △

．
△ × × ．△ × × × ×

癲 ．　　　
．
癇 △

．
△ × メ × × X ．．X × △ ざ X × × XXX

．
× × × × △ △ △ ×

．
× △ ．X × メ X

．

神

経

　
系

病

神 　経 　衰．弱 ○ ○ 6A ○ ○ Q 〉＜ ○ o ○
1
△ △ × △ × △ × X △

．
× ○ ○ ○ △ △ ○ △ × X

．
×

ヒ　　ス　　テ 　　1　　 尸
ヒ ．ポ コ　ンデ リ　ーo ○ ○ × △ ○ × × △ ○ A × ×

．
× △ 琴 × ※ ．X × Xb ．o △ △ × ○ △ × × ．×ト

頭　
1』
　　 痛 × ．× × × × × × 翆 ×：X × × ．× X × × × × ．× × ×

「」−
xX ．× X × × × × × ×

眩　暈 ・失　 神 X ．メ x × × × X ヌ 〉（ X ．X 冫く xXXXX × ．．× × × × × X × ×
．
X × ×．× X

．

鼻　咽　喉 病 ○ ○ ○ △ ○ ○ △ X △ × ○ △ 乂 X △ × △ × X △ × △ △ △ X ×．○ △ X × X

気 　 管
．
枝　病 ○ ○

．
△ × A

．
×
．
X ．X △ △ △ × X × X ．X ・X × ．× △ × ．△ △

．．X × 1
．
選 ○ △

．
．× × ．× ．

肺
．
尖　 浸　 潤 ○ ○ × △ △

．
△ × X × 乂

．
△ 〆．XX △ × △ 〉ぐ

．
× △ ×．△ AAX

．
× ○ △ X ×．X

呼

吸

器
．

病

肺
．．
　　 炎 × ．X

．
×．× ．× × ．× × × × ．× × × XX × × ×

1
琴 X ．X △ △ 乂 ．× ．×

．
△ × × ．× X

其 　 他　 肺
1「

病 × × XX × × × X
．
× ：X × × × × 又 X ．× ．× × × ：×

』
△ △ XX × × × ×

．
× ×

肋　　膜
．

炎 × 派 X × × ズ ×
．．X × X × × × ×

．
× ．× × × × × × A △ X × ．X △

．
× X

「．×1 ×

．胸痛 （肋間神経痛） × XX × × × × X ×
．X × × × × × X × × ．

× × × △ △
．

×
．
× × × XX × ×

劔
广
　

．．．
　 血 × X × × × × メ

．
．×．×．．× × ×

．
× × × × × ．×

．
×．× X △ △ △ × × △ XX × X

心 臓 弁 膜 障 礙 ○ ○ × X △ △ 区 × △ ○ △ △ × × ．△ × ．× × × △ × ○

．
○ △ × ズ ○ △ × ×．X

其他心 臓・血 管病 ○．○
．
△ △

’
△ △ A ×

．
△ ○ △ △ xX △ X △ × × △ × ○○ △ × × b △ × ×．X

血

行

器

病

貧　　　
ゴ

　 血 OO △ △
．．
O △ △ × △ △ ○ ○ △ x

．
△ x △ × X △

．
X ○ ○ △

．
×・× Q △ × △ X

出 1血 性 素 質 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ Q ○ ○ △ △ ○ ．△．o
．
乂 × △ × ○ 0 △．△ △ ○ ○ △ △ △

脾　　臓　
．

病 × × X × XX ．X
．
×．× × ×

・
× × × × X × × × × ×．△ △

．
× × × △ ．× X

：
× ×

神経性 心 悸 亢 進 ×
．

×
．X ×

．
× i× × ×

．
×
齟

× × × ．× X × 、× メ ×
．
× 〉く × ○．○ ○ × ．× △ × ．× × ×

胃腸
』
「カ タ ．ル 」△ ○．X △ △ 米 ×

．
× メ ○ △

「
X × × A × ．X ×．× X × ○ ○ △ × × ○ ＊．X × X

胃　畩　張．．症 △ ○ △
．．
〆

．
△△ × ×

．
×
．
△

1X．
×．XX △ × △ × X × × ○．○ △ 〉く × ○ △ X × ×

胃　
．
下．垂 　 症 △ ○ △ 琴 △ △ ×．× × △ × × ×

’
× △ × ．△ ．X × × 〉ぐ ○ ○

．
△

．
×．× ○ △

．
× ．又 ×

1
其 他

’
胃 膓 病 △ ○ 乂 △ △ 乂 ×

．
×
．
× ○ △ × X × △ × △ X ．× × X ○ ○ △ × × O 乂

．
× × ×

腹　　膜
．
．災 一× ．△．x ．．x △ ．×1x ×

．幽
× ：△ ＊．．．．X．．x ．．×一× × ⊃く．．× × X 耳．○ o ．× 、τ乂 一凶 △

．
× ．× XX

肝　　 臓 　　病 × × × ．XX × X × ×
』

× X
’
XX ×．1k × X 〉く ×

．XX ．○ ○
．
X ×

’
×
．A × ×

「
× X

消

化

器

病

ヘ ル ニア

脱 腸

　 　 ヲ

セ
．
　 ル 　 話 △ ○ × × △．．△ ×

「
ざ．× ○ △ △ XX △ X △

’
×
．
×

「
× × ○ 閲○

．
QX

．
△ △ × × △ X

　 　 ヲ ．’
サ ザ ル 話 △ ○ X × △ △ × ×．× ○

．
×

．
× X ．× × × × ×

「
× X × ○ ○ ．△ × 、× ．△ × × XX

痔　　　 　疾 △ ○ 琴
』
× △ △ × x．× ○ 乂 ×

．
1×

．
×、XX × ×

．
×
．
X 〉く △ ○ △ X ×

．
× X × × X

歯　　　　
．
痛 X ×

．
× ：X × XL × X ．× ．× X × X ．× ．× X ．X ．kX ．× × △ △ × X ×

．
△

．
× × ×

．
×
．

嘔 吐・下 痢 ・腹 痛．× × X × XX 〆 × ×、× × × × × × X 〉（ 〉（
．
× × ×．XX × × X × xX ×

層
×

．
寄　生　

．
虫　病 ○ ・○ ○ △ ○ ○ △ × ○ ○

「
○ △ △ × △ × △

．
× ×．△ × ○ Q ○ △ 1×、

．
○ △ △ △ △
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×

△

XXX

△

X

△

○

△

X

×

X
．

×

△

×

○．
△

×

X

×

×

×

△

X

×

△

×

X

×

×

△

×

×

、
×

O
△

△

○

○

XX

△

X

△

×

△

△

△

×

×

×

×

△

×

X

△

×

ズ

乂

×

○

△

×

×

○

△

○

○

○

×

×

△

×

△

×

△

△

△°
×

×

XX

△

×

×

△

△

XX

×

○

△

X

×

○

○

○

○

0
△

×

△

×

△

×・
△

△

△

X

×

×

×

△

×

×

A
△

×

×

×

△

×

X

×

△

△

△

O
△

×

×

×

×

△

×

△

○

△

×

×

×

X

△

×

×

△

×

×

×

X

○

△

」
×

×

○

△

○

○

○

×

×

△

X

△

×

△

△

△

×

XXX

△

×

×

△

△

×

×

×

○

△

×

△

O
△

○

○

○

×

×

○

×

△

×

○

○

○

△

×

×

△

△

×

×

△

O

×

×・
X

○

△

X

×

○

○

○

O
○

△

X

○

×

△

×

○

△

△

×

×

×、
×

△

×

X

△

△

病臓腎

病胱膀

病器殖生

病尿夜

尿白蛋性立起

尿白蛋性」動運

経月

礙障力視

炎膜結性染伝

病眼他其

盲色

礙障

゜
力聴

炎耳中性慢

痛耳

癬白・癬疥

癰
「

輝

病膚皮他其

疽骨

曲彎柱脊

脚X及脚
・

0
足跛

炎節関性慢

炎髄骨

炎膜骨

病肉筋

創切●傷挫

挫捻，創挫

臼脱○折骨

傷凍O傷火

後射注防予及痘種」

泌

尿

生

殖

器

病

眼

　
　

病

耳
　
病

皮
膚
病

運
．

動

器

病

外
　
傷

萢

備

　

考
「

部省で 嬬 厂学校衛生取調嘱託医学士声瀬安俊氏立案の下に」「身体教練法 （体操遊戯）と其免

除」ttを検討し始め
1°3j
，欧米の 「身体萎弱児童」 に対する体操卑除 の 実態も報告 さ れ

1°4）
， 稲葉幹

一 1°5」
や山崎祐久

1°5）
等 の報告 に も見 られるよ うに，現場で も軽減 ・ 免除に係わ る対応が 問題化

し始め る 。

　平山茂樹 ・山田善三 考案の もの を改良した山崎祐久 の 「学校運動体育免除表」 は，「表 8」

の とお りで あ っ た。　　　．、
’
　　　　　　　　　　　　　

・
　　　

：

「

　大正 13 （1924）年 に は ， 田辺郁郎 ζ石丸節夫が以下に 掲げた 「体育運動免除表
1°7）」を公表し，

真行寺朗生 に も高く評価される
’°a）

。

・
大正 121（1923）年の 厂生徒児童 ノ取扱上学校衛生 “．　twシ教

師ノ．実施 ス ヘ キ具体的方案如何」 の諮問 に対する学校衛生主事会議の 答申 に は ， 「運動 ヲ課 ス

ル
『

・当 リテ ハ 病者及虚開者等 ノ 発見 二 努 メ 必要 二 応じ運動ノ軽減免除又 ハ 特別！取扱ヲ ナ ス コ

ト
1°9〕
」が指摘ざれて い

．る
こ とな どか ら，こ の免除表 は

， 大正末期か ら昭和初年に か けて の 現場

にお ける体育指導 に十分貢献 した もの と考え ちれ る。

　昭和期に入る と， 文部省学校衛生官岩原拓が
， 「ド ク トル ・フ ル テ ル ・シ ュ ネ ル 」 の 『医師

と体育運動」掲載の 「病弱者 の 運動制限指針
11°）」 を医学界に紹介する、 また，山口県の ように

，

全県的に体操科運動の 免除 （見学）基準を作成す る県 も現われる
111）

。 体育研究所の吉田章信は，
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疾病異常者体育運動免除表表 10

」

レ
体
　

　

　
　
　

操

．．
教
．

練

　

　

　

　

、

陸

　
ヒ

　
競
　

技
・
」
競
争
遊
戯

唱
歌
遊

戯

球

　

　
　
　
　
　
技

武
．
道

鄰
．
嬲

鮗
孵

章

懸

走

跳

投

　

　

　

　

　

　

運
．

疾
病．

，

　

動
種

　

　

異

　
　
　
　
　．

目

　

　

　

常
　

　
　・

四肢

頭

胸、
垂．

平均

体
．
側腹背

倒凱転廻

跳躍

呼吸

徒手

執銃

野

．
外

鯨

中

長

高 ．
謡三段

槍円
・

盤

砲
．

丸

鉄槌

　

　
1

旗

陣
縄
ン

．取

取
跳
ポ

，
，
，一．

購
蜘

鳩．一
春

　，

が

．
継

嫌

郎」
等

剛
丁

，
f

）
進
ダ

　
ソ

　．
遊．
ス

戯
（

　

 」

キ

嫻

ツ

ボ

ブ

ボ

ク
〒
ツ

門

ー
　
ル

ト

ル

　

惆

　」．
ポ．

ド
　

　「

ツ

ボ

ト

ボ

チ
一
　

一．

ル

　．
ル

◎

コ

籠
ア

ト

隙
蹴

一
ぢ

球

球
球

剣道

柔
噛

道

弓道

散歩

遠足

登山

水「泳

庭球

野球

卓球

スキ．一
ズケ

一ト

第．
一

類 　

唸
挫

　

樹
疾

．．

染
患

チ
フ

ス、
ヂ
フ

テ
リ

ア、
百
目

咳、

麻
疹、
猖

紅
熱、
扁
桃

腺
豪、
流

感、
肺
炎、
急

性
レ

ウ

マ

チ

ス

等

ノ

恢
復

期「

△

○

○

×

○．
△

×

x．
d
△

×．」
×

X

×

蝋

XXX

．
X

×

×

○
．
．
X

X

X

」

X

へ

．
X

×卍
X」
O
メ

尸×．
X

×

×

XX

×

第二類

蟹覯劉
　

℃
肺
門

淋
巴
腺

炎、

気
管

支
周

甌
炎

肺
浸

潤、
肺
尖
炎、

肺
結

核
玉

肋
膜
炎

．
第

一
年

△
「　．○
ズ

収 、
O
　．

△

×

X

×

　
．　」

．
△
．
×

XX

．
X

×

×

×

×

×

×

．．
X

○

X

．
×

．
距

、
X、

．
×

XX

σ

XX、．

X

．X

×

×

X

乂

．
第二年

Q
○

○

収

○

○．
△

△

△．
△

△

△

XX

．
×

△

ズ．
X．
X

×

×

O

△

゜
×

．　」
×．

「

．
X

XX

△

O
△

△
°
×

譲

×

△

△

ス

貧
．
　、
　
　
　
　
　
　
　

血

○

○

○

△

○

○

△

X

△

△

△．
△．
XXX

△

×

X

×．
X

×

Q
「

△

△

X

X

×

×

X ．
0X

△．．
A
×

X．
×

△

X

脚
気（
軽

又
ハ

恢

復

後
一．
年）
×

○

△

×

齢

△

△
．
涛

O
△

△

乂．
XXXX

．
．
X

×

×

X

X

△

．

△

△

．
×

X

×

X

×

Q
△

×」
X．
×

×．
△

×

×

糖」
　
　

　

尿

病
、

00

○

△

○

Q
△

△

O
△

△

△

△

X．
XX

×°
X

×

×．．

X

．

○

△

△，

．
×

X

X
．

XQQ

△

×．
×

△

×

○

XX

第三類

全

・
身疾．病異．常

栄．．
　

養
　

　

不

　
　

良

○

○

○

△

○

Q゚
△

△

○
△

r△

△

X

×．
×

△

△

XXX

×

○．　

1
．
△

A

X

×

X

×

△

O
△

×

×

XXQ

×

×

　

　

　

　

　

　

．

甲

　
　
　
状

　
　
　

腺
　

　
　
腫

O

○

△．
△

OO

△

×

QO

△

△

×

X．
X

×

憩．．
X．
×

X

X

．
○

△

X

×

×

X

×

×

○

△

XX

×

×’
△．
×

X

無

　
．
力

　

　
体
．
．

質

○

○

○

○

0
○
△

△

○

Q0

△

△

X

×

A
△．
△

△

×

△

．
○．」

○

△

」
△

△

△

△

○

O
△

△．
△

△

△

○

△

△
．

神、
　
　

経

　
　
　

体
　

　
　
質．
○

○

○

△

○

○

△

△

○

○

○

△

△
．

xX

△

△ ．
△

△

×

△

○

△、

△

△

×

X

△

△

○

△
．
x
．

△

△

△ ．
O．
A
△

淋
　
巴

　
へ

　

胸
　
腺
　
y．褊
体

質

○

○

○

△

○

σ

△．
△

○．
OO

△

△

×

×

△．
△．
△

△

×

．
△
“

○
．

○．
、
 
．
△
．

△

．
△

△

△

△

O

△

△

△

△

△

○

△

△

鱗

　

　

　
　

　
・
　

　

瘋

σ

○

△

×

×

．
×

XXb

×

X

図

X

×

XXX

．．
X

×

×

X

○
．

△

×

×

．
×

X

×

．
X°
○．
×

．
×

×

．
X

×．
伏

．
×・
X

第四「
．
類

掩経系．病

禅．
　

経
．

　

衰．
　

弱

○

OQ

△．
○

○

△

△

O
△

△

△
．
×

×

X

×

沢

×

×

X

△

○

△

×．

×

×

XX

．
△

○

△

△

△

△

×

○．
△

×

ヒ

　

　
ス

．．、
テ

　
　
リ

　

　

　

　
．　　　　−

LOO

○

X

△

○

△

X．
○

「

11

×

K．
×

×

×

×

X．．
×

△．

○．

○
亭

X

．
X

．
X

11

△

○

1
△

X

△．
KO

．
X

×

（

頭
　
　．
痛

　

　
眩．．
　

暈
）
XXX

．
X．
×

×

XX

×

X
．
X

×．
X．
X

×

X．
×

×

X．．
×

．

X
　

1

．、
×

ゴ
X ．

×

、
　
X

X．、．

．

．
×

XXXX

．
×

X

×

X．．
×

×．．
×

僧

揖

弁

不

全
（．
代

償
）

○．
○

O
△

O
○

△

△

O
○

O

△

△

×．
X

△
．
X．
XX

×

△．

．
○

．
O

A．

△

、
×

×

X」
△．
0
△

△

XX

．
×

○

△

凶

．
第

心弁膜病 ．
大

動

脈．
弁

不

全
《

代

償
）

　

内
膜
性
ノ

モ
ノ

ニ
シ

テ

動

癰
鑾
ー
．

　

　
．

　

　

　

　

　

　

戸

○

○

○．
△

．
○．
○．
△

△

○

○

O
△

△．
XX

△

乂、
X
广
Xド．
X

E△

Q

○

△

△
．

X

×．
×．
F

×、
○

△

X
×

×

X

○

△

X

其
　！．
　
」
　
　
　
　、

他

XXXX

×

×

XX

．
X・
×

X

×

XXX

×

×

×

×

×

×

×

×「

×．

×

×」

XXXX

×

×

×

X
．

×

×

XX

急．、
性」
．

心
．．．

臓
　

拡

　

張、
×．
×．
X．
×

．
×
．
X
×

×

X

×

×

×

×

X
．
×

×

XXXX

×．

・
×

X

×
　、

×

X

XX

×

×

×

×
．
×

×．
X

×

XX

循

．
環器疾・病異」常

脂
．

　

肪
、
　

心

　

　

臓

○

OQ

○

0
○

△

△

○

△

△

△

△

×

X

×

×

X

×

X．

△

○

△．

×

×

．
×

X

×．
△

○

ム

ズ

×

×

×

○

×

X

1　「冱類

滴

　
　
　

状

　
　
　
心

　
　
、
臓

0
○

△

△

○．
○

△

△

○

△

△

△

△

X

×

△

△

△

△

X
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△．

○

Q

○

△

X

×

△

O
○

△

△

△

△

△

○

XX
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異
」
常
　

増

　

大
　．
心
　

臓

（
ス

ポ

ー

ツ

心

臓

ヲ

除

ク

Y

○

○

○、
X

○

O
×

X

○

△

X

×

XX

×

XX

×

XX

．

△

○」

A

△．、
　、

△

×

XX

△

○

△

XXX

×

△

×

X

心

臓

虚

弱

（

原

発

中

毒
）
○

○

△

△．
○

○

△

X

△

△

△

△

△

×

×

△

X

×

△．
×

△

○

△

．
△」

△

X

X

冲

△

○

△

×．
XX

×

△

X

×

．
心

臓

及

血．
管

神

経

症

○

○

○

△

O
○

X

△

O
△

△

△

△

XX

△

△

△

△

×．

X

．
O

△

△

．
×

×

XX

△

○

△

×

．
×

×

×

△

△

X

運
．

動
　

性

　

遅

　

脈

正
規

○

○

○．
O
○

○

○

○

Q
○

○

○

○

○

○

○

OOQ

○广

Q

　

．

○

．
○

○

○
．

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

O
σ．

不
正

OO

△

XO

○

×

耳

○

厂

、

、

「

．
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急

　
性

　
胃

　

腸
　

炎
（
軽
）
△

△
一
×

X
．
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昭和 10 （1935）年頃か ら 「疾病異常者体育運動免除」問題 に取り組み始め る 。 吉田は，
“ Arnold

A ． Die　sport 琶rztliche 　Untersuchung．　 Leipzig，1933” 中の 「学校 に於け る運 動免除」 を

昭和 9 （1934）年に わが国体育界に い ち早 く紹介す る
112）。同 14 （1939）年 ，吉 田は ，諸文献 を

参考 資料に独自の 検討を加え ，「疾病異常者体育運 動免除表
1va）

」 を 発表 す る。 こ の 免除表は，

「表 10」で も示 した よ うに
， 運動種 目と疾病異常 と の関連が具体 的 に細 か く検討 さ れ

， 免除 ・

軽減 ・ 許可の 3段階に提示され て い た 。
こ の 基準表は，昭和10年代の 学校体育 ， なか んず く病

弱体育 の 指導 に十分貢献 した もの と考え られ る 。

　 工 ．消極的な養護重視の指導

　先に も触れたが
， 消極的な養護活動の 中で 特に注目す べ き活動は

， 肝油の 服用 と人工 太陽燈

の 照射で あ っ た と考 え られる。 こ の 二 っ の 問題 は ， 、休暇集落の活動内容に見 られな か っ た活動

で あ り，継続的養護 の可能な特別学級 ittおける養護指導の特徴で あ っ た。　　　　　　
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 s

　肝油は ， 「1782年イギ リス で 初 め て 薬用に供 され
11e

」， 「我国 に 輸入 サ レ タ ル ハ 嘉永 年間蘭 医

ポ ン ペ イ 氏ガ長崎 二 持参 シ
， 松本順氏之 レ ヲ受ケ ， 当時ノ福岡藩主タ ル 黒田侯 二 試用 シ テ大効

ヲ奏 シ タル ニ 始 マ リタル
1
列 と言わ れ ， 明治10 （1877）年に 日本で 初め て 製造される

1「c）
。

　こ の 肝油が学校教育め 中で 虚弱な児童 ・ 生徒に投与された の は ， 大正末年か ら昭和初年に か

け て で あ っ た 。 広島市高等女学校が ， 同校不良体質学級生徒 に 対 し，大正 14 （1925）年 4 月か

ら 7月にか け て 「眼鏡肝油」 を服 用 して 成果を収め，同市 の 各小学校 は ，昭和 2 （1927） 年 11

月か ら
一

斉に
’
そ の 服用を開始す る

110
。 また，昭 和 2年開設 の 東京市麹町尋常小学校開放教室 も

開設年度に 早 くも服用を開始 し
11S）

， 石川県金沢市新竪町尋常小学校保養学級で も 「高橋製肝油」

を昭和 3年度か ら服用さ せ る
119）6

　紫外線発生装置が作られ て 疾病 の 治療に応用 された の は
， 明治33 （1900）年か ら同43 （1910）

年頃 に か けて で あ っ た  
。 わが 国の 虚弱児対象の 特別学級に 初め て 設け られ た の は ， 昭和 4

（1929）年 の こ とで あり，卑京市鯉町尋 常小学校開放教室に おい て で あ っ た
121）。

　当時，文部省学稜衛生官で あ っ た大西永次郎は，「最近紫外線 の 医療 的応 用 と生物学 的作用

の 益々 闡明せ らる に及ん で 人工 太陽 燈 は虚 弱児 童の 体質 改善 に有 力な る役割 を演ぜ ん とし，

（中略）肝油製剤の 栄養上に於 ける効果 は虚弱児童の多数 に発見せ らる る ヴ ィ タ ミ ン D 欠乏 の

補給方法として各地の 小学校に実験せ られ ， 今や虚弱児童に対する医学的監督の 有力な る地歩

を占め ん とす る情勢に あ．り
1pm）
」と報告して い る

。 また ， 昭和7 （1932）年の 第11回全国連合学

校衛生総会に お ける 「身体虚弱ナ ル 生徒児童 ノ体質改善二 関 シ 留意 ス ベ キ事項如何」と い う文

部大臣諮 問に対す る答申に，「必要 二 応 ジ テ 紫外光線 ノ 照射 ヲ行 ヒ 」， 「肝油 ノ 服用，牛乳 ノ 飲用

等栄養補給 ノ途 ヲ講ズ ル コ ト」 の指摘が な され る
123）

。 こ の よ うに
， 肝油の服用 と人工 太陽燈 の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

照射 は，特別学級開設当初か ら他の 養護方法とともに漸次定着 して い っ た もめ と考え られる 。

　 （2）昭和 10年代半 ば頃まで の特別学級

　虚弱児対象の特別学級は ， 昭和 10 （1935）
’
年頃か ら漸増 し始 め

， 同 10年代辛ば以降 ， 急増傾

向を見せ始め る 。

　 昭和 6 （1938）年に満州事変力s
−
，同 12 （1937）年に 日中戦争が始ま り，翌 13 （1938）年国家

総動員法が 公布さ れる
。 国家軍事体制が 日．

Zr強化さ れて いく社会状勢の もとで
， 虚弱児対象 の

特別学級で も
，
当然 ながち従来見 られ なか っ た以下 の よ うな考え方や対応が顕現化 した 。

　   教育方針の軍国主義化
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　横浜市子安尋常小学校校医岡村匡造は，同校養護学級教育に つ い て ，
」「体重 ・ 胸囲 ・ 皮厚 に

於て 標準に満た ぬ 者を集め て ，こ れ を標準値 に まで高 め る を目的 とす る，即 ち刻下 の 非常時 に

際』て ，健 全 なる第二 の 国民を輩成 し
， 国家総動員に全員の 参加 し得 る や うにする を以て 目的

とする
lan）
」 と述べ て い る 。 こ う した考え方 は ， 「今や ， 我が 国が高度国防国家 の 建設 に邁進 し

つ つ あ る際 最 も要望 さ れ る も の は多数 の しか も優秀な国民で あ ります。 我 が国民の 量 と質，

こ の 両者が確保されなけれ ば
， 興亜の大業もそ の完遂は困難で ある と申して も過言で は あ りま

せん 。 （中略）身体が弱 いか ら，智恵が足りな い か らとて
， 皆等 し く 『か けが へ 』 の な い 大切

な入的資源で あ ります 。

 

」 と い う人的資源確保 と類似 して い る 。 つ ま り ， 昭和10年代 に入 る

と，こ うした虚弱児対象の 特別学緝教育にお い 11も，個人的健康 （養護）教育理 念が薄 ら ぎ
，

国家主 義的健康 （養護）教育理念が 急激に強調されて い っ た の で ある 。

　  積極的な養護指導の 強調

　丁養護教育を従来はあま りに も消極的に考 へ すぎた感が ある 。 勿論 疾痛畢常 に よ っ て は注

意 を要す る 児童 も多 い が
，

一般的 に もっ と積極的に 自然 に親 し ま せ 適当な運動を励行 し
， 規則

的に 訓練する場面 を加へ なければな らない
。 （後略）

1

列 と
， 野島忠太郎 （岐阜県師範学校附属

長良尋常小学校車事）が輯告 してい る 。 こ の報告 は
， 「養護鍛練の．一元 的

M’）

」指導を強調 して

おり， 前項 で も述 べ た社会状勢 の 変化と関連 し，特別学級におい て 「消極的養護指導か ら積極

的養護指導へ の 転換」を示唆 して い た 。

　  結核予防対策 の変容

　昭和 9 （1934）年 ， 内務省の 結核調査委員会で 結核予防対策が審議され る。 そ の 委員会 の
一

員で あ っ た文部省学校衛生官大西永次郎は，虚弱児 と潜伏性結核 とは直接間接に 関係が あ る と

して ，「小学校児童中に於て 結核予防の 見地 か ら特別 の 養護 を加 ふ る必要 あ る 結核 性虚 弱児童

は概約五 ％ で
12S＞
」 あ ると述べ ，广結核予防対策か ら見て も，虚弱児童の 問題 は，甚だ重要な る地

位を 占め
，

これが養護方法の成否は 直に 結核予防の実績 に重大な る影響 を与 へ る
lts）」 と指摘 し

，

結核予防対策として の虚弱児養護対策を提唱するg また ， 同年の虚弱児童養護施設講習会に お

い て 岩原拓文部省体育課長が
， 「虚弱児童ノ問題バ ー般養護 ノ見地 カ ラ モ 結核 二 対ス ル 発病防

止 ノ 施設 ト シ テ モ 甚ダ緊要 ノ コ トデ ア リ （後略）
iep）

」と ，結核予防対策 と して の虚弱児養護 の

重要性を指摘す る 。
こ の よ うに

，
こ の 頃の 文部省関係者は

，
虚弱児童 を潜伏性結核児童 また は

結核 に 犯され易い児童 と と らえて い た の で ある 。

　 勿論，こ うした児童 と結核の 関係 は ， 新井英夫
13D

野津謙
130P

らの 調査研究 によ っ て無 関係 で

あ る こ とが立証 される 。 同時に新井ら医学関係者に よ っ て
，

ツ反検査 X 線検査 ， 赤衂球沈降

速度検査，細菌検査 の 必要性が叫ばれた の で ある。
こ の よ うな結核検査 の体系が整備 されて 広

く実施されるよ うに な る の は
， 昭和16・（1941）年以降の こ とで あるが

， 同 10 （1935）年頃か ら
，

例えば 、 東京市等が実施 した よ うに
1es）　IM）

， 小学校虚弱児童養護対策として ッ 反検査 や X 線検査

等を実施す る傾向が顕現す る。 また ∫神戸市 の よ うに 「小児結核性疾患
135〕
」児を虚弱児童 に選

定す る地域 も現われ る。 こめ よ うに
， 結核予防対策 と関連した新 しい 検査の 導入や対象者 の 拡

大等 は，こ の 時期 の 特徴 の
一

っ と考え られる 。
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日 本 に お け る 心 身障害者体育 の 史的研究 （第？O＄R） 21　・

IV　 お わ リ
・
に

　 小学校令時代の開放学校と特別学級に おける体育的活動の 実態とそ の 特質に関し て検討を加

え て ・きたが ，若干の 所見 も得 ら・れ た の で ，そ れ らを以下 に ま とめて 結語 とす る。

1．小学校令時代にお け る病弱教育の 主体 は，虚弱児童で あ っ た 。 なお
， 開放学校 と特別学級

・は
， 昭和 10年偉夙降漸増傾向を示す 。

2．
’
開放学校 と特別学級で は，木葦の な い 体育教育が展開さ弗牟。 体育教育の 方針 は，虚弱児

童一入ひ とりの 体覃の 改善 と健康 の 増準で あ っ た 6 体操科 IP指導内容
11SS

’
・ 教授要目・に準拠 しな

が ら．も， 内容を選 択し量 を軽減 した もの で ，軽運 動が主 体で あ っ

’
た 。 ま だ，そ れち が ，総合的

指導観の もとでジ虚弱程度等に即  た個別指導に．よ り， 学校生活全体を通 じて 指導 され・ko，” i’

3．教育 ・ 養護 1訓 練 あξい 1ま運動 ・ 栄養 ・ 休養の 三位一体の 総合的指導が 昭和初年ま で 続

い tcが ・ 同1。鞘 ・入 り渾 事橢 唾が強化 され て い く中で 勧 一
依齢 くず れ 憤 極的飜 の

強調，人的資源 の 確保 と い っ た軍国主 義的思 想が顕現 し始 めた 。 、

（付記）　 本稿k関連する要点 の
一

部を 日本特殊教育学会第29回大会に で 発裘す右。 なお，引

　　　馼 桝 噂 字は
・ 1当用灘 圃 正レ

たが
・ 証 不可能嬢 字は そ ・ まま とした ・ ・
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